


［この灯台の概要］
位　　　　置 北緯 　 34度16分34秒
 東経　136度53分58秒
塗色・構造 白色　塔型（コンクリート造）
 （灯台の色と造りのことです）
灯　　　　質 単せん白赤互光
 毎30秒に白1せん光赤1せん光
 （沖合の船舶から灯台を見た場合、
 回転するレンズから放たれる光を30秒
 ごとに見ることができます）
光　　　　度 白色　250,000カンデラ
 赤色　 47,000カンデラ
 （「カンデラ」とは、光源の強さを表す単
 位です）
光 達 距 離 白光　18.5海里（約34キロメートル）
 赤光　17.5海里（約32キロメートル）
 （1海里は1,852メートルです）
明　　　　弧 199度から79度まで
 （明弧とは光が見える範囲のことです）
高　　　　さ 灯台の基礎部から灯台の頂部まで23メートル
 平均水面上から灯火まで46メートル
 地上から灯火まで20メートル
点灯年月日 昭和2年10月5日

昔から海の難所として知られて
いた大王埼…
　大正２年にサンマ漁船が遭難し
て一瞬にして死者51名を出したこ
とや、同６年には当時の日本海軍が
誇る3,000トンの巡洋艦「音羽」がこ
の沖の大王岩に激突、座礁したこと
など昔から海の難所として知られ
ていました。それから約10年後、灯
台の建設が始まりました。

昭和２年５月16日に着工、
同年10月５日点灯しました！
　円形白塗灯塔の下部は扇形の二
階建付属舎をもつ、当時としては斬
新な設計で、他に例を見ない立派な
灯台でした。灯器は、第４等２面せ
ん光レンズで、750Wの電球を使用
し、光度は６万燭光でした。昭和53
年12月半世紀ぶりに灯塔の大改修
を行い、面目を一新し現在の姿にな
りました。
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